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理
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処
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策

五

十

年

史

1

は
じ
め
に

　

本
市
で
は
、
豊
か
な
環
境
を
後

世
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
環
境
負
荷

の
低
減
と
健
全
な
財
政
運
営
が
両

立
し
た
持
続
可
能
な
ま
ち
の
実
現

を
め
ざ
し
て
、
横
浜
市
一
般
廃
棄

物
処
理
基
本
計
画
「
ヨ
コ
ハ
マ
３

Ｒ
夢(

ス
リ
ム)

プ
ラ
ン
（
以
下
「
３

Ｒ
夢
プ
ラ
ン
」
と
い
う
。）」
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

３
Ｒ
夢
プ
ラ
ン
で
は
、
市
民
・

事
業
者
・
行
政
が
更
な
る
協
働
の

も
と
、
３
Ｒ
の
推
進
に
努
め
、
と

り
わ
け
も
っ
と
も
環
境
に
や
さ
し

い
リ
デ
ュ
ー
ス
の
取
組
を
進
め
る

と
と
も
に
、
な
お
残
る
ご
み
を
適

正
に
処
理
す
る
こ
と
で
、
限
り
あ

る
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活

用
と
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
は
、
横
浜
市
中
期

４
か
年
計
画
の
最
終
年
度
と
し

て
、「
ご
み
と
資
源
の
総
量
の
削

減
」、「
ご
み
処
理
に
伴
い
排
出
さ

れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
」、

「
ご
み
処
理
の
安
心
と
安
全
・
安

定
を
追
求
」
に
つ
い
て
着
実
な
成

果
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
度
は
３
Ｒ
夢

プ
ラ
ン
の
中
間
目
標
年
度
で
も
あ

り
、
目
標
達
成
に
向
け
た
取
組
を

更
に
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

今
回
、
執
筆
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
50
年
史
を
も
と
に
廃
棄
物
行
政

に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
３

Ｒ
夢
プ
ラ
ン
の
推
進
に
御
理
解
・

御
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

２

本
市
の
五
大
戦
争
の
ひ
と
つ

「
ご
み
戦
争
」

❶
高
度
経
済
成
長
に
伴
う
ご
み
量

の
増
加

　

日
本
経
済
は
、
昭
和
30
年
代
か

ら
高
度
経
済
成
長
期
に
入
り
ま
し

た
。

　

本
市
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な

く
、
産
業
の
集
中
化
（
京
浜
工
業

地
帯
な
ど
）
に
よ
る
経
済
の
発
展

と
、
こ
れ
に
伴
う
人
口
の
激
増
、

物
資
の
豊
か
さ
や
所
得
の
向
上
に

伴
っ
て
大
量
消
費
時
代
へ
突
入

し
、
ご
み
の
排
出
量
が
爆
発
的
に

増
加
し
ま
し
た
（
図
１
）。

　

本
市
の
昭
和
30
年
代
前
半
の
ご

み
収
集
に
つ
い
て
は
、
平
均
６
日

取
り
（
６
日
に
一
回
回
収
）
を
原

則
と
し
て
い
ま
し
た
が
、「
収
集

に
な
か
な
か
来
な
い
」、「
回
数
が

守
ら
れ
て
い
な
い
」
な
ど
市
民
か

ら
不
満
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
昭
和
35
年
頃
ま
で
は
ご

み
の
焼
却
量
が
全
ご
み
量
の
４
分

の
１
程
度
に
過
ぎ
ず
、
収
集
・
運

搬
の
充
実
・
強
化
や
焼
却
工
場
の

拡
充
が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
要
望
を
受
け
、
ご
み

出
し
に
関
し
て
、
曜
日
及
び
時
間

を
定
め
た
定
時
収
集
を
、
昭
和
35

年
に
西
区
の
一
部
か
ら
モ
デ
ル
実

施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ご
み
収

集
の
計
画
性
と
効
率
性
を
高
め
る

だ
け
で
な
く
、
ま
ち
の
美
観
も
図

れ
る
画
期
的
な
も
の
で
あ
り
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
著
し
い
成

果
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
昭
和
40
年
代
に
入
る

と
家
庭
ご
み
に
加
え
、
テ
レ
ビ
、

洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
、
家
具
等
の
耐

久
消
費
財
が
新
た
な
粗
大
ご
み
と

し
て
排
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

（
写
真
１
）、
さ
ら
に
、
日
本
の
産

業
が
石
油
化
学
産
業
を
中
心
と
し

た
工
業
化
へ
と
推
移
し
始
め
る
と

同
時
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
が

急
激
に
普
及
し
始
め
ま
し
た
。

　

ご
み
排
出
量
の
増
大
へ
の
対
応

を
図
る
と
と
も
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
や
粗
大
ご
み
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

ご
み
へ
の
対
応
を
図
る
必
要
が
生

じ
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
り
、

本
市
の
五
大
戦
争
（
環
境
破
壊
、

道
路
交
通
問
題
、
水
問
題
、
公
共

用
地
、
ご
み
問
題
）
の
一
つ
と
あ

げ
ら
れ
、
ご
み
の
処
理
体
制
を
構

築
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

❷
社
会
情
勢
の
変
化
と
本
市
の
施

策
　

本
市
で
五
大
戦
争
を
繰
り
広
げ

て
い
る
中
、
当
時
、
公
害
国
会
と

言
わ
れ
た
ほ
ど
、
様
々
な
環
境
汚

染
防
止
対
策
上
の
法
律
が
制
定
・

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
み
処
理
関
係
の
法
律
に
つ
い

執
筆岩

瀬
　
武

資
源
循
環
局
課
長
補
佐

（
資
源
政
策
課
担
当
係
長
）

松
村
　
容
輔

資
源
循
環
局
資
源
政
策
課

写真１　大量に出された粗大ごみに
　　　　　　　　大型トラックが特別出動
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図１　ごみ量の推移（昭和30年～平成24年）
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て
は
、
昭
和
45
年
12
月
に
公
衆
衛

生
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
主
な
目

的
と
し
て
い
た
「
清
掃
法
」
が
全

面
改
正
さ
れ
、
廃
棄
物
を
適
正
に

処
理
し
、
生
活
環
境
の
保
全
及
び

公
衆
衛
生
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
「
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律（
以
下「
廃

掃
法
」
と
い
う
。）」
と
し
て
制
定

さ
れ
る
と
と
も
に
、
本
市
に
お
い

て
も
昭
和
46
年
12
月
に
「
横
浜
市

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

昭
和
45
年
度
に
は
、
本
市
に
お

け
る
家
庭
ご
み
の
収
集
は
す
べ
て

週
２
回
以
上
の
計
画
収
集
と
な

り
、
特
に
排
出
量
の
多
い
繁
華
街

等
で
は
週
３
回
収
集
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
市
民
か
ら
収
集
回

数
の
増
加
要
望
が
強
ま
り
、
昭
和

48
年
度
に
は
収
集
車
等
の
増
強
を

図
り
、
収
集
対
象
世
帯
の
３
分
の

１
程
度
ま
で
週
３
回
収
集
を
拡
大

し
、
さ
ら
に
昭
和
49
年
度
中
区
の

一
部
繁
華
街
に
つ
い
て
は
、
毎
日

収
集
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
政
方
針
と
し
て
も
市

民
の
生
活
環
境
の
保
全
と
整
備
を

重
点
施
策
に
掲
げ
、
当
局
事
業
に

お
い
て
も
増
加
の
一
途
を
た
ど
る

ご
み
に
対
応
す
る
こ
と
の
で
き
る

収
集
及
び
処
理
体
制
の
確
立
に
全

力
を
あ
げ
る
と
と
も
に
、
こ
の
非

常
時
を
乗
り
切
る
た
め
昭
和
47
年

度
事
業
の
柱
を
「
予
防
清
掃
」
と

し
、「
ご
み
を
出
さ
な
い
運
動
」

を
展
開
し
、
ご
み
の
減
量
化
対
策

に
市
民
と
と
も
に
取
り
組
み
ま
し

た
（
写
真
２
）。

　

昭
和
48
年
２
月
に
は
、「
清
掃

局
」
と
い
う
名
称
を
「
環
境
事
業

局
」
へ
変
更
し
、
環
境
衛
生
対
策

と
し
て
の
廃
棄
物
処
理
の
考
え
方

を
一
歩
進
め
、
生
活
環
境
の
保
全

と
い
う
視
点
か
ら
廃
棄
物
の
処
理

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、「
家
庭
か
ら

排
出
さ
れ
る
ご
み
の
全
量
焼
却
」

を
目
指
し
、
効
率
的
、
衛
生
的
か

つ
無
公
害
を
目
標
に
し
た
近
代
的

焼
却
工
場
の
建
設
が
急
ピ
ッ
チ
で

進
め
ら
れ
、
旭
工
場
（
昭
和
48
年

竣
工
）を
は
じ
め
、
港
南
工
場（
昭

和
49
年
竣
工
）、
南
戸
塚
工
場（
栄

工
場
（
昭
和
51
年
竣
工
））、
保
土

ケ
谷
工
場
（
昭
和
55
年
竣
工
）、

北
部
工
場
（
都
筑
工
場
（
昭
和
59

年
竣
工
））
の
５
工
場
の
完
成
に

よ
り
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご

み
の
全
量
焼
却
処
理
体
制
が
完
備

さ
れ
ま
し
た
。

３

法
改
正
等
を
踏
ま
え
た
資
源

化
の
推
進

❶
ご
み
と
資
源
を
取
り
巻
く
社
会

情
勢
・
法
整
備

　

昭
和
50
年
代
以
降
か
ら
、
大
都

市
圏
を
中
心
に
最
終
処
分
場
等
の

処
理
施
設
の
確
保
が
困
難
に
な

り
、
一
般
廃
棄
物
の
中
に
占
め
る

割
合
の
大
き
い
容
器
包
装
廃
棄
物

の
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
７
年
に
製
造
者
等
に
リ
サ

イ
ク
ル
の
義
務
を
課
し
、
市
町
村

の
分
別
収
集
の
計
画
的
な
取
組
を

位
置
付
け
た
「
容
器
包
装
リ
サ
イ

ク
ル
法
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
事
業
者
へ
の
拡
大
生
産

者
責
任
の
理
念
を
先
取
り
し
て
い

た
と
も
い
え
、
こ
の
法
律
に
よ
り

社
会
的
に
も
注
目
さ
れ
、
本
格
的

な
リ
サ
イ
ク
ル
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
10
年
に
は
、
家
電
製
品
に

つ
い
て
製
造
者
等
に
よ
る
リ
サ
イ

ク
ル
を
中
心
と
す
る
処
理
を
義
務

付
け
る
「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」

が
制
定
、
平
成
12
年
に
は
一
定
規

模
以
上
の
解
体
工
事
を
行
う
解
体

工
事
業
者
等
に
建
築
廃
棄
物
の
分

別
・
リ
サ
イ
ク
ル
等
を
義
務
付
け

る
「
建
築
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
や
、

飲
食
業
、
流
通
業
等
の
事
業
者
に

食
品
廃
棄
物
等
の
リ
サ
イ
ク
ル
等

を
義
務
付
け
る
「
食
品
リ
サ
イ
ク

ル
法
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、「
廃
掃
法
」
も
抜
本
的
に
改

正
さ
れ
、
廃
棄
物
の
減
量
化
と
分

別
排
出
に
よ
る
資
源
の
再
生
利
用

が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、「
循
環
型
社
会
形
成
推
進
基

本
法
」
が
制
定
さ
れ
、
廃
棄
物
・

リ
サ
イ
ク
ル
政
策
の
基
盤
が
確
立

さ
れ
る
と
同
時
に
、
３
Ｒ
（
リ

デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ

ク
ル
）
の
取
組
を
総
合
的
に
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
資
源

の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る

法
律
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
平

成
14
年
に
は
、
自
動
車
製
造
業
者

等
に
自
動
車
破
砕
残
さ
等
の
引
き

取
り
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
等
を
義
務

付
け
る
「
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル

法
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
に
各
種
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
充

実
が
図
ら
れ
、
ご
み
問
題
は
、
環

境
衛
生
、
生
活
環
境
の
保
全
の
み

な
ら
ず
、
資
源
保
護
、
さ
ら
に
は

地
球
環
境
問
題
に
ま
で
か
か
わ
る

重
要
課
題
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た（
表
１
）。

❷
本
市
の
取
組

　

一
方
、
本
市
に
お
い
て
は
、
昭

和
62
年
に
全
世
帯
週
３
回
収
集
に

な
り
、
収
集
し
た
ご
み
の
全
量
焼

却
を
基
本
と
し
た
処
理
体
制
を
整

備
し
て
き
ま
し
た
が
、
先
述
の
よ

う
な
背
景
か
ら
、ご
み
の
減
量
化
・

資
源
化
の
推
進
の
た
め
に
、
ご
み

と
し
て
排
出
さ
れ
た
も
の
の
中
に

含
ま
れ
る
資
源
と
し
て
有
効
に
利

用
で
き
る
も
の
を
選
別
し
、
資
源

化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
出
さ
れ
た
ご
み
を
迅

速
か
つ
適
正
に
処
理
す
る
と
い
う

写真２　協力を呼びかけるデパートの
　　　　　　　　　　　ポスター・チラシ

表１　資源・ごみに関係する法律
年度 制定／改正 法　律　名 備　　考

平成7年 制定 容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律 別名：容器包装リサイクル法

平成10年 制定 特定家庭用機器再商品化法 別名：家電リサイクル法

平成12年 制定 建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律 別名：建築リサイクル法

平成12年 制定 食品循環資源の再生利用等の促進に関する法律 別名：食品リサイクル法

平成12年 改正 廃棄物の処理及び清掃に関する法律

平成12年 制定 循環型社会形成推進基本法

平成12年 改正 資源の有効な利用の促進に関する法律 「再生資源の利用の促進に関する法律」から改題

平成14年 制定 使用済自動車の再資源化等に関する法律 別名：自動車リサイクル法
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観
点
に
加
え
、
ご
み
の
減
量
化
・

資
源
化
の
重
要
性
が
よ
り
一
層
高

ま
り
、
市
民
・
事
業
者
の
協
力
の

も
と
再
生
可
能
な
古
紙
や
缶
な
ど

に
つ
い
て
資
源
集
団
回
収
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、各
種
の
資
源
化
・

再
利
用
技
術
の
研
究
開
発
に
取
り

組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
58
年
に
は
粗
大
ご
み
中
の

自
転
車
等
の
再
利
用
を
行
う
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
開
設
、
昭
和

59
年
か
ら
は
使
用
済
み
乾
電
池
の

分
別
収
集
も
行
い
、
平
成
２
年
12

月
か
ら
は
缶
・
び
ん
の
分
別
収
集

モ
デ
ル
事
業
を
開
始
し
、
平
成
３

年
に
は
市
民
の
減
量
化
・
資
源
化

意
識
の
啓
発
を
目
的
と
し
て
、
粗

大
ご
み
の
再
利
用
等
を
行
う
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
を
開
設
し
ま
し

た
。

　

平
成
５
年
３
月
か
ら
は
、
缶
・

び
ん
の
分
別
収
集
を
市
内
の
約

30
％
の
地
域
を
対
象
に
開
始
し
、

平
成
７
年
10
月
か
ら
は
全
市
域
に

拡
大
し
ま
し
た
。

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
回
収
に
つ
い
て

は
、
平
成
11
年
２
月
か
ら
３
区
で

分
別
収
集
を
開
始
し
、
平
成
14
年

か
ら
は
全
市
域
に
拡
大
し
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
市
で
は
家
庭

か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
に
つ
い
て
焼

却
・
埋
立
に
よ
る
処
理
を
基
本
と

し
つ
つ
、
資
源
化
に
む
け
た
取
組

と
し
て
、
可
能
な
も
の
か
ら
少
し

ず
つ
条
件
を
整
理
し
て
「
５
分
別

７
品
目
」
の
分
別
収
集
体
制
を
整

備
し
ま
し
た
（
図
２
）。

４

市
民
・
事
業
者
と
の
協
働

「
ヨ
コ
ハ
マ
は
Ｇ
３
０
」

　
　
　
　
（
平
成
15
年
～
）

❶
横
浜
Ｇ
３
０
プ
ラ
ン
の
策
定

　

ご
み
問
題
を
環
境
問
題
や
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
一
環
と
し
て

と
ら
え
、
廃
棄
物
に
よ
る
環
境
へ

の
負
荷
を
で
き
る
限
り
低
減
す
る

た
め
、
廃
棄
物
の
発
生
を
抑
制
す

る
と
と
も
に
、
徹
底
し
た
分
別
を

図
り
再
生
利
用
（
リ
サ
イ
ク
ル
）

を
推
進
す
る
こ
と
で
、
限
り
あ
る

資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
の
節

減
と
循
環
的
な
利
用
を
促
進
し
、

市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
協
働
し

「
循
環
型
社
会
」
の
実
現
を
目
指

す
横
浜
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本

計
画
「
横
浜
Ｇ
３
０
プ
ラ
ン
」（
以

下
「
Ｇ
３
０
プ
ラ
ン
」
と
い
う
。）

を
平
成
15
年
１
月
に
策
定
し
ま
し

た
。

　

Ｇ
３
０
プ
ラ
ン
は
、「
平
成
22

年
度
に
お
け
る
全
市
の
ご
み
量
を

平
成
13
年
度
に
対
し
て
30
％
削
減

す
る
。」
と
い
う
具
体
的
な
目
標

を
定
め
「
も
の
を
大
切
に
す
る
生

活
ス
タ
イ
ル
を
広
め
、
発
生
抑
制

（
リ
デ
ュ
ー
ス
）・
再
使
用
（
リ

ユ
ー
ス
）
を
推
進
し
、
徹
底
的
な

分
別
を
行
い
、
再
生
利
用
（
リ
サ

イ
ク
ル
）
を
進
め
る
こ
と
で
、
焼

却
・
埋
立
処
分
が
必
要
と
な
る
ご

み
を
で
き
る
限
り
削
減
す
る
」
こ

と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

❷
Ｇ
３
０
プ
ラ
ン
の
取
組

ア　

市
民
が
参
加
・
協
力
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り

　

Ｇ
３
０
の
大
き
な
柱
で
あ
る
家

庭
系
ご
み
の
徹
底
的
な
分
別
と
リ

サ
イ
ク
ル
推
進
に
向
け
、
す
べ
て

の
市
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
・
協
力

で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
し

た
。

　

ま
ず
、
Ｇ
３
０
行
動
の
全
市
的

な
組
織
と
し
て
、『「
ヨ
コ
ハ
マ
は

Ｇ
３
０
」
推
進
本
部
』、
区
ご
と

の
組
織
と
し
て
「
区
Ｇ
３
０
推
進

本
部
」、「
地
域
Ｇ
３
０
活
動
委
員

会
」
を
設
置
し
、
地
域
に
き
め
細

か
く
対
応
で
き
る
体
制
を
整
備
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
あ
わ
せ
、
収
集
事
務
所

を
中
心
に
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が

Ｇ
３
０
の
広
報
・
宣
伝
マ
ン
の
役

割
を
担
う
と
と
も
に
、
市
民
・
事

業
者
に
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
で

き
る
体
制
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
４
月
に
は
「
環
境
事

業
局
」
と
い
う
名
称
を
「
資
源
循

環
局
」
へ
と
変
更
し
、
取
組
を
推

進
し
て
い
く
中
で
、
分
別
収
集
品

目
を
５
分
別
７
品
目
か
ら
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
や
古
紙
・

古
布
な
ど
を
追
加
し
て
10
分
別
15

品
目
に
拡
大
（
図
２
）
す
る
と
と

も
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
自
主
的

取
組
で
あ
る
資
源
集
団
回
収
の
拡

充
を
図
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
常

設
の
資
源
物
回
収
拠
点
で
あ
る

「
資
源
デ
ポ
」
の
増
設
や
、
収
集

事
務
所
等
の
拠
点
を
利
用
し
て
資

源
を
回
収
す
る
「
セ
ン
タ
ー
リ
サ

イ
ク
ル
」
の
実
施
等
、
資
源
物
回

収
の
た
め
、
受
け
皿
の
整
備
を
進

め
ま
し
た
。

　

な
お
、
事
業
者
に
対
す
る
取
組

と
し
て
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な

古
紙
は
分
別
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
こ
と
と
し
、
ま
た
建
築
木
く
ず

に
つ
い
て
も
民
間
の
リ
サ
イ
ク
ル

施
設
が
整
備
さ
れ
て
き
た
こ
と
か

ら
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
る
た

め
、
焼
却
工
場
で
の
受
入
を
停
止

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
併
せ
て
、
焼

却
工
場
で
の
搬
入
物
検
査
を
強
化

し
、
不
適
正
な
搬
入
を
防
ぐ
と
と

も
に
、
び
ん
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
な
ど
の
資
源
物
に
つ
い
て
も
リ

サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
に
誘
導
し
ま
し

た
。

イ　

普
及
啓
発

　
「
ヨ
コ
ハ
マ
は
Ｇ
３
０
」
の
標

語
を
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
掲
示
す

る
と
と
も
に
、
本
市
が
発
行
す
る

す
べ
て
の
広
報
印
刷
物
へ
刷
り
込

む
、
公
用
車
に
標
語
の
ス
テ
ッ

カ
ー
を
貼
る
な
ど
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
捉
え
て
Ｐ
Ｒ
し
、「
Ｇ
３
０
っ

て
な
ん
だ
ろ
う
」
と
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
た
め
の
取
組
を
行
い
ま

し
た
。

　

更
に
、
Ｇ
３
０
の
ロ
ゴ
や
マ
ス

コ
ッ
ト
を
公
募
す
る
と
と
も
に
、

Ｇ
３
０
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
を
製
作
・

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、
市
民
に
広
く

Ｇ
３
０
を
周
知
す
る
こ
と
に
努
め

ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
に
対
し
て
家
庭
系

ご
み
の
分
別
排
出
を
徹
底
す
る
た

め
、
自
治
会
・
町
内
会
単
位
で
き

め
細
や
か
な
住
民
説
明
会
を
開
催

６

お
わ
り
に

　

市
民
・
事
業
者
の
皆
さ
ま
の
御

理
解
と
御
協
力
に
よ
り
、
本
市
の

ご
み
量
は
大
幅
に
減
少
し
て
お

り
、
Ｇ
３
０
プ
ラ
ン
は
諸
外
国
か

ら
も
注
目
を
集
め
る
、
世
界
に
誇

る
成
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
本
市
で
は
Ｇ
３
０
プ
ラ

ン
に
続
く
３
Ｒ
夢
プ
ラ
ン
を
推
進

し
、
こ
れ
ま
で
の
分
別
・
リ
サ
イ

ク
ル
に
加
え
て
、
ご
み
そ
の
も
の

を
減
ら
す
リ
デ
ュ
ー
ス
の
取
組
を

積
極
的
に
進
め
る
こ
と
で
、
ご
み

処
理
に
伴
う
環
境
負
荷
の
更
な
る

低
減
を
図
り
、
豊
か
な
環
境
を
後

世
に
引
き
継
ぐ
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

リ
デ
ュ
ー
ス
の
取
組
は
、
市
民

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
事
業
者
の

ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
の
転
換
を
求

め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
と
な

る
た
め
、
容
易
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
Ｇ
３
０
で
培
っ
た

協
働
の
取
組
を
礎
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
市
民
・
事
業
者
・
行

政
の
３
者
の
「
つ
な
が
り
」
を
強

め
、
協
働
で
「
３
Ｒ
夢
プ
ラ
ン
」

を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
す
べ
て

の
市
民
が
ご
み
の
こ
と
で
困
ら
な

い
住
み
よ
い
ま
ち
を
目
指
し
、
子

ど
も
達
が
将
来
に
「
夢
」
を
持
つ

こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

分別拡大前（５分別７品目）

分別拡大後（10分別15品目）

家庭ごみ

古布

乾電池

乾電池

缶・びん
・ペット
ボトル

プラス
チック製
容器包装

缶・びん
・ペット
ボトル

燃え
ない
ごみ

古紙（新聞、雑誌・
その他の紙、段ボー
ル、紙パック）

小さな
金属類

小さな
金属類

粗大
ごみ

粗大
ごみ

燃やす
ごみ

スプレ
ー缶

図２　分別収集体制の拡大
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し
、
徹
底
し
た
分
別
・
リ
サ
イ
ク

ル
の
仕
組
み
へ
の
積
極
的
な
参
加

を
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
市
民

の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、
集

積
場
所
で
の
啓
発
活
動
や
分
別
さ

れ
て
い
な
い
ご
み
の
取
り
残
し
な

ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
事
務
所
・
工
場
の
職

員
に
よ
る
出
前
講
座
や
市
内
全
小

学
校
を
対
象
と
し
た
焼
却
工
場
見

学
に
よ
る
環
境
学
習
を
推
進
す
る

ほ
か
、
事
務
所
・
工
場
に
併
設
し

た
Ｇ
３
０
啓
発
拠
点
の
整
備
を
行

い
ま
し
た
。

　

事
業
者
に
対
し
て
は
、
各
種
業

界
の
集
ま
り
に
出
向
く
な
ど
様
々

な
機
会
を
捉
え
て
「
Ｇ
３
０
プ
ラ

ン
」
の
趣
旨
や
必
要
性
を
事
業
者

へ
説
明
し
、
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ

ク
ル
の
実
践
を
働
き
か
け
ま
し

た
。

❸
Ｇ
３
０
プ
ラ
ン
の
成
果

　

Ｇ
３
０
の
推
進
に
よ
り
、
横
浜

市
の
ご
み
量
は
平
成
13
年
度
の
１

６
１
万
ト
ン
に
対
し
て
平
成
17
年

度
に
は
、
１

０
６
万
ト
ン

（
対
13
年
度

比
▲
34
％
）

ま
で
減
少

し
、「
ご
み

量
30
％
減

（
対
13
年
度

比
）」
を
目

標
よ
り
５
年

前
倒
し
て
達

成
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、

横
浜
市
中
期

計
画
で
新
た

な
目
標
と
し

て
「
ご
み
量

35
％
減
（
対

13
年
度
比
）」

を
掲
げ
、
更

な
る
ご
み
減

量
・
リ
サ
イ

ク
ル
に
挑
戦

す
る
こ
と
と
し
、
目
標
年
度
の
平

成
22
年
度
に
は
、約
92
万
ト
ン（
対

13
年
度
比
▲
43
％
）
ま
で
減
少
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た（
図
３
）。

　

ご
み
量
の
減
少
に
伴
い
、
栄
工

場
・
港
南
工
場
の
廃
止
、
保
土
ケ

谷
工
場
の
一
時
休
止
や
、
最
終
処

分
場
の
延
命
化
な
ど
、
大
き
な
成

果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

５

Ｇ
３
０
の
そ
の
先
へ

「
ヨ
コ
ハ
マ
３
Ｒ
夢(

ス
リ
ム)

」

　
　
　
　
　
（
平
成
23
年
～
）

❶
３
Ｒ
夢
プ
ラ
ン
の
策
定

　

Ｇ
３
０
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
３

Ｒ
、
と
り
わ
け
分
別
・
リ
サ
イ
ク

ル
を
市
民
・
事
業
者
と
の
協
働
の

も
と
進
め
た
結
果
、
燃
や
す
ご
み

の
大
幅
な
削
減
や
こ
れ
に
伴
う
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
減
少
、
焼

却
工
場
の
廃
止
や
最
終
処
分
場
の

延
命
化
な
ど
の
成
果
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
分
別

を
き
っ
か
け
と
し
て
、
市
民
・
事

業
者
に
よ
る
自
主
的
な
ご
み
減

量
・
リ
サ
イ
ク
ル
行
動
の
実
践
も

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
が
市
民
・

事
業
者
の
間
に
、
一
定
程
度
定
着

し
た
こ
と
か
ら
、
循
環
型
社
会
の

実
現
を
確
固
た
る
も
の
に
す
る
た

め
に
、
ご
み
の
発
生
そ
の
も
の
を

抑
制
す
る
リ
デ
ュ
ー
ス
の
取
組
を

一
層
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。

　

国
に
お
い
て
は
、
循
環
型
社
会

形
成
推
進
基
本
法
の
制
定
か
ら
10

年
近
く
が
経
過
し
、
社
会
的
制
度

の
整
備
が
進
み
、
資
源
の
循
環
的

な
利
用
等
に
つ
い
て
国
際
的
に
も

主
導
的
な
役
割
を
果
た
そ
う
と
努

め
て
い
る
中
、
本
市
と
し
て
も
日

本
を
代
表
す
る
環
境
モ
デ
ル
都
市

と
し
て
先
頭
に
立
ち
、
廃
棄
物
行

政
を
け
ん
引
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
施
策
・

事
業
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
を
図

る
と
と
も
に
、
国
等
に
お
け
る
ご

み
・
環
境
政
策
の
動
向
や
社
会
経

済
情
勢
の
変
化
に
対
応
す
る
た

め
、
横
浜
市
廃
棄
物
減
量
化
・
資

源
化
等
推
進
審
議
会
か
ら
の
答
申

（
平
成
22
年
７
月
「
横
浜
市
一
般

廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
の
改
定
に

つ
い
て
」）
や
市
民
・
事
業
者
の

意
見
を
踏
ま
え
、
循
環
型
社
会
構

築
に
向
け
て
「
Ｇ
３
０
プ
ラ
ン
」

に
替
わ
る
新
た
な
計
画
と
し
て

「
３
Ｒ
夢
プ
ラ
ン
」
を
平
成
23
年

１
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

❷
３
Ｒ
夢
プ
ラ
ン
の
目
標

　

３
Ｒ
夢
プ
ラ
ン
は
、
平
成
37
年

度
ま
で
に
、
ご
み
と
資
源
の
総
量

を
平
成
21
年
度
比
10
％
以
上
、
温

室
効
果
ガ
ス
を
50
％
以
上
削
減
す

る
と
と
も
に
、ご
み
処
理
の
安
心
・

安
全
・
安
定
を
追
求
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

６

お
わ
り
に

　

市
民
・
事
業
者
の
皆
さ
ま
の
御

理
解
と
御
協
力
に
よ
り
、
本
市
の

ご
み
量
は
大
幅
に
減
少
し
て
お

り
、
Ｇ
３
０
プ
ラ
ン
は
諸
外
国
か

ら
も
注
目
を
集
め
る
、
世
界
に
誇

る
成
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
本
市
で
は
Ｇ
３
０
プ
ラ

ン
に
続
く
３
Ｒ
夢
プ
ラ
ン
を
推
進

し
、
こ
れ
ま
で
の
分
別
・
リ
サ
イ

ク
ル
に
加
え
て
、
ご
み
そ
の
も
の

を
減
ら
す
リ
デ
ュ
ー
ス
の
取
組
を

積
極
的
に
進
め
る
こ
と
で
、
ご
み

処
理
に
伴
う
環
境
負
荷
の
更
な
る

低
減
を
図
り
、
豊
か
な
環
境
を
後

世
に
引
き
継
ぐ
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

リ
デ
ュ
ー
ス
の
取
組
は
、
市
民

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
事
業
者
の

ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
の
転
換
を
求

め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
と
な

る
た
め
、
容
易
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
Ｇ
３
０
で
培
っ
た

協
働
の
取
組
を
礎
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
市
民
・
事
業
者
・
行

政
の
３
者
の
「
つ
な
が
り
」
を
強

め
、
協
働
で
「
３
Ｒ
夢
プ
ラ
ン
」

を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
す
べ
て

の
市
民
が
ご
み
の
こ
と
で
困
ら
な

い
住
み
よ
い
ま
ち
を
目
指
し
、
子

ど
も
達
が
将
来
に
「
夢
」
を
持
つ

こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

図３　Ｇ３０によるごみ減量の推移




